
来月16白′まで岡谷蚕糸博物館で企画展
推
毒
伝
ゝ

竹
内
家
寄
贈
の
着
物
、
帯
な
ど
紹
介

岡
谷
市
の
岡
谷
蚕
糸
博
物
館
で
、
明
治
か
ら
昭
和
期
に
か
け
て
信
州
の
旧
家
で

受
け
継
が
れ
た
網
の
着
物
を
テ
ー
マ
に
し
た
企
画
展
が
開
か
れ
て
い
る
。
3
代
に

わ
た
り
蚕
糸
業
を
営
ん
だ
東
御
市
の
竹
内
家
か
ら
寄
贈
を
受
け
、
帯
、
小
物
な
ど

を
含
む
6
0
点
を
紹
介
。
晴
れ
着
か
ら
日
常
着
ま
で
そ
ろ
い
、
当
時
の
絹
文
化
を
伝

え
て
い
る
。
1
1
月
1
6
日
ま
で
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
小
山
眞
由
美
）

寄
贈
し
た
の
は
、
曽
祖
父
以
来

父
の
代
ま
で
蚕
の
卵
を
売
る
蚕
種

業
を
営
ん
だ
旧
家
碇
生
ま
れ
、
蚕

糸
と
ゆ
か
り
の
あ
る
竹
内
春
彦
さ

ん
（
哲
。
J
A
長
野
中
央
会
南
信

支
所
長
と
し
て
、
養
蚕
業
を
発
展

さ
せ
た
組
合
製
糸
で
あ
る
上
伊
那

の
「
龍
水
社
」
、
下
伊
那
の
「
天
龍

社
」
の
解
散
に
も
立
ち
会
っ
た
。

高
齢
に
伴
い
、
養
蚕
か
ら
製
糸
、

製
品
化
ま
で
一
連
の
流
れ
を
見
学

で
き
る
同
館
に
収
め
た
い
と
、
昨

年
度
に
親
族
の
着
物
な
ど
約
2
0

0
点
を
贈
っ
た
。

展
示
し
た
の
は
、
七
五
三
の
祝

い
着
、
家
紋
が
入
っ
た
扇
面
文
様

明
治
か
ら
昭
和
期
に
か
け
て
の
縞
の
着
物

な
ど
が
並
ぶ
会
場
＝
岡
谷
蚕
糸
博
物
館

の
振
袖
、
華
や
か
な
色
彩
が
目
を

引
く
女
性
の
着
物
な
ど
多
彩
。
売

り
物
に
な
ら
な
い
「
く
ず
繭
」
を

使
っ
て
家
族
の
た
め
に
制
作
し
た

「
う
ち
織
り
」
、
古
布
を
細
く
裂
い

て
再
利
用
す
る
「
裂
き
織
り
」
な

ど
、
手
仕
事
に
よ
る
帯
や
こ
た
つ

掛
け
な
ど
も
並
薫

併
せ
て
蚕
種
業
に
関
す
る
コ
ー

ナ
ー
を
設
置
。
仕
事
で
使
わ
れ
た

腹
掛
け
や
五
つ
玉
の
そ
ろ
ば
ん
に

加
え
、
蚕
種
の
販
売
や
貸
付
を
記

録
す
る
帳
簿
が
そ
ろ
う
。

会
期
中
の
1
1
月
6
日
は
、
学
芸

員
に
よ
る
ギ
ャ
ラ
リ
ー
ト
ー
ク
を

行う。開
館
は
午
前
9
時
～
午
後
5

時
。
水
曜
痘
日
の
翌
日
は
休
館
。

入
場
料
は
一
般
5
3
0
円
、
中
高

生
3
2
0
円
、
小
学
生
1
7
0
円
。

問
い
合
わ
せ
は
同
館
（
電
話
0
2

6
6
・
2
3
・
3
4
8
9
）
へ
。


